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ニューロサイエンスの研究法
キメラタンパク作成法と利用
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成がより容易となった。これに加え最近キメラ分
は じめに

子作成にＰＣＲ法の応用例が増加し，ＰＣＲ法が次

古くは化学修飾，例えば活性エステルとのカツ第にクンケル法に取って代わろうとしている。神

プリング，テトラニトロメタンや塩化Ｎ-メチル経科学の分野でもキメラ分子を用いた解析は，多

ニコチンアミドとの反応によりその分子の構造やくの成果をもたらしつつある。本稿では，まずキ

機能的部位の解析を行うことが主流であったが，メラ分子の作成法について，次いでその神経科学

遺伝子工学的手法によるタンパク質の化学的・物への応用について私たちの研究例を中心に紹介し

理的な特性修飾の実現で，構造・機能相関解析手たい･

法は大きく改変された。これを可能にしたのは，
Ｉ・キメラ分子作成法

オリゴヌクレオチドを用いた遺伝子変異の手法と

ポリメラーゼ連鎖反応(PCR)法で，それぞれＭ、１．クンケル法を用いたキメラ分子作成法9)(図1Ａ）

SmithとKMullisに1992年ノーベル化学賞をも①まずキメラ作成に必要なオリゴヌクレオチド

たらしている。さらにＴ､AKunkelは部位特異をデザインする。この方法では極端に長い配列を

的遺伝子変異を行う一般的手法であるクンケル法置換するキメラは作成しにくいため，どの領域を

の基礎を提供し，この方法の確立でキメラ分子作他の分子と置換するかは十分な検討を有する。具

４primerを用いたPCR法a-En皿旦堕里_k止EEB迭
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図１キメラ分子作成の模式図
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